
本会議で報告をする碓氷委員長

予
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特
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報
告

予
算
特
別
委
員
長
報
告

【
要
望
事
項
】

●
被
爆
８０
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
、
平
和
文
化
の
振
興

に
資
す
る
取
組
に
当
た
っ
て

は
、
若
い
世
代
の
主
体
的
な

取
組
や
積
極
的
な
参
画
を
促
す
と
と
も
に
、

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
を
世
界
に
共
有
し
、
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
被
爆
の
実
相
を
伝

え
る
被
爆
樹
木
の
再
生
利
用
や
第
６３
回
パ
グ

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
世
界
大
会
の
開
催
支
援
な

ど
各
種
取
組
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

●
災
害
発
生
時
に
備
え
て
、
災
害
用
井
戸
登
録

制
度
の
着
実
な
推
進
や
避
難
誘
導
ア
プ
リ
「
避

難
所
へ
Ｇ
ｏ
！
」
の
更
な
る
普
及
啓
発
に
努
め

る
と
と
も
に
、
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

に
実
践
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

●
上
下
水
道
管
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
先
進
技
術
の

活
用
な
ど
に
よ
り
維
持
管
理
の
高
度
化
・
効
率

化
に
努
め
つ
つ
、
老
朽
化
対
策
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
。

●
学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
健

全
な
教
養
の
育
成
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た

め
、
図
書
購
入
費
の
増
額
や
全
校
に
お
け
る
蔵

書
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
、
学
校
司
書
の
効
果

的
な
配
置
の
在
り
方
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

●
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
く
取
組
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
良
好
で
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
確
保

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
避
難
所
と
し
て
も
活

用
さ
れ
る
体
育
館
へ
の
空
調
設
置
等
に
よ
る
暑

さ
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。 

●
安
心
し
て
出
産
や
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

妊
産
婦
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
と
し
て
、
母

子
保
健
相
談
支
援
事
業
の
着
実
な
実
施
や
、
産

後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
の
拡
充
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
待
機
児
童
の
解
消
や
病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
の
実
施
施
設

の
拡
大
に
引
き
続
き
努

め
る
こ
と
。

●
家
庭
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
の

進
展
や
市
民
の
意
識
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
を
踏
ま
え
、
利
用
者
の
生
活
状
況
に
応
じ
た

　
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
度
関
係
議
案
に
つ
い
て
、
２
月
２７
日
以
来
、
連

日
に
わ
た
っ
て
、
慎
重
に
審
査
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
第
１
号
議
案　

令
和
７
年
度
広
島
市
一
般
会
計
予
算
」
に
対
し
て
、

１
件
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
所
定
の
手
続
き
に
従
い
、
討
論・採
決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
諸
議
案
に
つ
い
て
は
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
３
月
２７
日
の
本
会
議
で
、
本
委
員
会
の
碓
氷
芳
雄
委
員
長
が
、
令
和

７
年
度
関
係
議
案
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
要
望
事
項
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ふ
れ
あ
い
収
集
や
ご
み
出
し
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
の
取
組
を
実
施
し
つ
つ
、

事
業
者
を
含
め
た
持
続
可

能
な
収
集
運
搬
体
制
の
構

築
に
努
め
る
こ
と
。

●
地
域
経
済
の
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た

め
、
若
者
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
に
も
つ
な

が
る
企
業
誘
致
や
創
業
支
援
に
よ
り
一
層
取

り
組
む
と
と
も
に
、
県
等
と
連
携
し
て
、
地
域

の
重
点
産
業
や
特
徴
的
産
業
の
支
援
を
強
化

す
る
こ
と
。

●
高
齢
者
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
な
ど
高

齢
者
福
祉
施
策
に
よ
り
一
層
取
り
組
む
こ
と
。

ま
た
、
人
生
の
最
期
ま
で
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
の
活
用
な
ど
終
活
支
援
の
取
組
を
検
討

す
る
こ
と
。

●
地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
広
島
広
域
都
市
圏

域
の
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
構

成
市
町
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
圏
域
の
医
療
資

源
を
有
効
活
用
し
た
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制

の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
。

●
道
路
に
つ
い
て
は
、
資
材

価
格
等
が
高
騰
す
る
中
に
お

い
て
も
、
円
滑
な
交
通
を
確

保
す
る
た
め
に
維
持
補
修
を

着
実
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
路
面
標
示
や
舗
装
の
カ

ラ
ー
化
な
ど
の
交
通
安
全
対

策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
橋
り

ょ
う
に
つ
い
て
も
、
道
路
と
同
じ
く
、
必
要
な

整
備
や
維
持
補
修
に
努
め
る
こ
と
。

●
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
乗
合
バ
ス
事
業
の

共
同
運
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
似
島
航
路
の
維

持
な
ど
、
生
活
交
通
の
確
保
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
広
島
広
域
都
市
圏
の
圏
域
全
体
の
活
力
の

維
持
・
向
上
を
支
え
る
広
島
型
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
。

●
公
園
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
お
互
い
を
理

解
し
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
を
学
び
、
誰
も

が
分
け
隔
て
な
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

他
都
市
の
事
例
を
踏
ま
え
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
公
園
づ
く
り
と
そ
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
む

こ
と
。

１ アニメ「めぐみ」
　北朝鮮による日本人拉致問題啓発アニメ。昭和 52 年、当時中学１年生だった横田めぐみ
さんが、学校からの帰宅途中に北朝鮮当局により拉致された事件を題材に、残された家族の
苦悩や、懸命な救出活動の模様を描いた 25 分のドキュメンタリー。

３ オープンダイアローグ
　フィンランドで実践されている統合失調症患者に対する治療的介入手法のこと。患者や家
族からの連絡を受けた医療スタッフが患者の自宅を訪問し、繰り返しの対話を通して症状の
緩和を目指す。統合失調症だけでなく、うつ病、引きこもりなどの治療法としても期待され
ている。

２ 消防団サポーター
　大規模な災害発生時に消防団員の活動を支援する学生ボランティアのこと。市内に居住ま
たは通学している 18 歳以上の大学生、専門学校生等を対象に募集し、研修を受けた学生を
登録する。１時間当たり 900 円の謝礼が支払われる。

４ Ｐｒｉｄｅ ｏｆ Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ（プライド オブ ヒロシマ）展
　被爆から復興する広島の様子を、地元企業に残る貴重な映像資料等により紹介する展示イ
ベント。令和５年の G7 広島サミットの機会を捉えて開催された企画展であったが、常設化
を望む声が多くあったため、展示内容をリニューアルして常設化し、令和６年４月末からの
３年間、ひろしまゲートパーク内の「シミントひろしま」の２階で開催されている。

５ エンディングノート
　病気で意思を伝えるのが難しくなった時や亡くなった時などに、残された者が各種手続き
を行う際の手助け等になるよう、財産や相続などに関する自分の考えや希望、必要な情報等
を記録しておくためのノートのこと。

６ ポリファーマシー
　多くの薬を服用することにより副作用を起こしたり、適切に薬が飲めなくなったりしてい
る状態のこと。高齢者の健康寿命の延伸を阻む要因の一つとされている。

4 ～ 5 面で赤表記した用語を解説しています用 語 解 説用 語 解 説

ひろしま市議会だより 第３22号　（6）令和7年(２０25年)５月


